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大谷寺洞穴から出土した黒曜石製石器
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おわりに

── 要　旨 ──

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団が、平成14年度から平成17年度にかけて調査した白井十二遺跡（齋藤2008）から

は、縄文時代草創期後半の「白井十二Ⅱ群（回転縄文・表裏縄文土器群）」（齋藤2009）に伴って、長野県の「和田」を

原産地とする漆黒の黒曜石製石器が多数出土した。そして、この黒曜石を使用して作られた石鏃は、いずれも薄く「先

端突出」・「脚部左右非対称」・「局部磨製」という形態的特徴をもつものであった（齋藤前掲）。

一方、栃木県教育委員会などが昭和40年に調査した大谷寺洞穴（塙1976他）でも、白井十二遺跡と同様に漆黒の黒

曜石製石器が多数出土していたことや、漆黒の黒曜石を使用して作られた「先端突出」の石鏃が出土していたことが明

らかになった。本稿では、大谷寺洞穴から出土したすべての黒曜石製石器を資料化することを目的に、器種分類や計量

を行うとともに肉眼観察による色調の違いからグループ分けを行った。さらに、各グループから代表的な石器を選び出

し、蛍光Ｘ線分析による産地推定を行った。

その結果、大谷寺洞穴から出土した黒曜石製石器のうち漆黒のグループについては、白井十二遺跡から出土した漆黒

の黒曜石製石器と同様に、「和田」を原産地とするものであることが明らかになった。本稿では、これら漆黒の黒曜石が

表裏縄文土器群段階に、原産地である「和田峠西（古峠口地点）」（宮坂2000）から直接搬入された可能性が高いことを

指摘するとともに、このような石器石材の長距離移動の背景として、縄文時代草創期後半における気候の寒冷化と、そ

れに伴う居住形態の変化が考えられることを指摘した。

キーワード

対象時代　縄文時代草創期後半
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研究対象　黒曜石製石器

─ 白井十二遺跡との比較を通じて ─



はじめに

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団が、平成14年度

から平成17年度にかけて群馬県北群馬郡子持村（現：

渋川市）において調査した白井十二遺跡（齋藤2008）

からは、縄文時代草創期後半の土器片4,650点と、それ

に伴う多量の黒曜石製石器が出土した。これら縄文時代

草創期後半の遺物は大きく２つの集中域から出土してお

り、それぞれの集中域から出土した遺物には時期差が認

められた。

島状微高地南西縁辺部の「Ａ集中域」から出土した縄

文時代草創期後半の遺物は、主に「白井十二Ⅰ群（爪形

文・押圧縄文土器群）」（齋藤2009）と透明度が高く光

にかざすとやや赤みを帯びる長野県の「諏訪」を原産地

とする黒曜石で作られた石器であった。一方、島状微高

地上の「Ｂ集中域」から出土した遺物は、主に「白井十

二Ⅱ群（回転縄文・表裏縄文土器群）」（齋藤前掲）と漆

黒、あるいは漆黒の中にわずかながら透明な部分を含む

長野県の「和田」を原産地とする黒曜石で作られた石器

であった１)。また、「白井十二Ⅰ群」に伴う黒曜石製石

鏃は「菱形・円基鏃類」（及川2007）に分類されるもの

であり、「白井十二Ⅱ群」に伴う黒曜石製石鏃は、いずれ

も薄く「先端突出」・「脚部左右非対称」・「局部磨製」

（齋藤前掲）という形態的特徴をもつものであった２)。

この白井十二遺跡の報告書をまとめていた頃、栃木県

の大谷寺洞穴（塙1976他）からも、「白井十二Ⅱ群」の

土器と類似した回転縄文・表裏縄文土器が多数出土して

いることを知り、これらの遺物が展示されている大谷観

音宝物館を訪ねてみることにした。そこで目にしたのが、

「白井十二Ⅱ群」に伴う漆黒の黒曜石と非常によく似た

黒曜石製石器であった。また、漆黒の黒曜石で作られた

「先端突出」の石鏃が出土していたことも知ったのであ

る。このとき直感的に「これらの黒曜石は『和田峠西』

（後述）から持ち込まれたものに違いない。これらの黒

曜石製石器の資料的価値は極めて高いのではないか。」

と感じ、あらためて資料見学の機会を与えていただけな

いかと大谷観音宝物館の館長である高橋敬忠氏にお願い

した。高橋氏からは、「来館者が少なくなる12月であれ

ば・・・。」との返事をいただき、早速、2008年12月

に非展示遺物を含めた全収蔵遺物を観察させていただく

ことになった。

あらためて全収蔵遺物を観察し、黒曜石製石器全体に

占める漆黒の黒曜石の割合が高いことが確認できた。こ

のような状況から、縄文時代草創期後半における大谷寺

洞穴は、白井十二遺跡と同様に長野県との繋がりが強い

遺跡ではないかと感じ、新たな視点で遺物を再検討して

みる必要があるのではないかとの考えに至った。そこで

大谷寺洞穴の発掘調査をされた塙静夫氏に対し、これら

の黒曜石製石器について再検討し、その成果を発表した

いという思いを率直に相談してみた。塙氏からは、この

件について了解していただくとともに、発掘調査当時の

貴重なお話などを聞かせていただいた。また、高橋氏か

らは、再度の資料調査と一部の黒曜石製石器の借用につ

いて快諾していただいた。

このような経緯で始まった大谷寺洞穴から出土した黒

曜石製石器の再検討であるが、まず、これらの黒曜石製

石器の全体像を把握するため、2009年12月、大谷観音

宝物館内に作業スペースをお借りして、津島秀章氏とと

もに大谷寺洞穴から出土したすべての黒曜石製石器の器

種分類や計量、色調の違いによるグループ分けなどを行

った３)。さらに、肉眼観察による所見だけでなく、理化

学的な方法によって産地を推定することの必要性も強く

感じたことから、株式会社パレオ・ラボに委託し、蛍光
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図１　大谷寺洞穴位置図（国土地理院1/20万地勢図使用、●が大谷寺洞穴）



Ｘ線分析による産地推定を実施した。

なお、本稿の「３．大谷寺洞穴から出土した黒曜石製

石器の産地推定」は、株式会社パレオ・ラボの竹原弘展

氏が執筆した原稿に、一部、筆者が加筆したものである。

１．大谷寺洞穴の地理的・歴史的環境と調査の概要

大谷寺洞穴は、栃木県のほぼ中央部、宇都宮市大谷町

に所在する（図１）。この周辺の地形は変化に富み、山

地や丘陵、大小河川によって形成された沖積低地などか

ら成っている。大谷寺洞穴は、思川の支流である姿川の

左岸に立地し、標高160ｍ、河床からの比高はおよそ４

ｍである（塙前掲他）。

大谷寺洞穴の周辺には、縄文時代早期の竪穴住居跡５

軒などが検出された山崎北遺跡（上野・今平1998）や

縄文時代早期の土器・石器が出土した瓦作遺跡（五十嵐

1973）などが、東方およそ２㎞圏内に所在している。

また、縄文時代草創期の竪穴住居跡３軒などが検出され

た野沢遺跡（後藤他2003）は、大谷寺洞穴から４㎞ほ

ど北東の台地上に所在している。

大谷寺洞穴は天開山浄土院大谷寺内にあって、間口

30ｍ、奥行13ｍ、高さ12ｍの規模のものである。洞穴

は半球形の形状を呈し、凝灰岩の岸壁には厚肉彫りにし

た本尊千手観音のほか釈迦三尊、薬師三尊、阿弥陀三尊

の諸像が配され、国の特別史跡、重要文化財に指定され

ている。昭和40年、この大谷磨崖仏の防災工事に伴い、

栃木県教育委員会などが中心となり、本洞穴の発掘調査

は行われた。洞穴内の堆積土の厚さはおよそ３ｍで、灰

層を除くと全６層に分離された（塙前掲他）。

この調査によって出土した遺物のうち最も古いものは

縄文時代草創期のもので、「大谷寺Ⅰ式」と呼ばれる微

隆起線文土器と爪形文土器が第５層から、「大谷寺Ⅱ式」

と呼ばれる浅く施文された縄文土器と、「大谷寺Ⅲ式」

と呼ばれる回転縄文・表裏縄文土器が第３～４層から、

それぞれ出土している（図２）。これら縄文時代草創期

の土器のうち、主体となっているのは「大谷寺Ⅲ式」で

ある（塙前掲他）。

また、この「大谷寺Ⅲ式」に伴っては、多くの骨角器

の存在が知られている（宮下1978）。

２．白井十二遺跡と大谷寺洞穴から出土した黒曜石製石

器の比較

①白井十二遺跡から出土した黒曜石製石器

白井十二遺跡の「Ａ集中域」から出土した黒曜石製石

器は合計367点、「Ｂ集中域」から出土した黒曜石製石

器は合計1,881点である。このうち「Ａ集中域」から出

土した黒曜石製石器の中には「白井十二Ⅰ群」に伴うも

のも含まれているが、主体は縄文時代前期（諸磯ｂ･ｃ

式期）のものである。一方、「Ｂ集中域」から出土した

黒曜石製石器の主体は「白井十二Ⅱ群」に伴うものであ

り、なかでも漆黒の黒曜石製石器は確実に「白井十二Ⅱ

群」に伴うものである。また、漆黒の中にわずかながら

透明な部分を含む黒曜石製石器も、多くが「白井十二Ⅱ

群」に伴うものである（齋藤前掲）。そこで本稿では、

この漆黒、あるいは漆黒の中にわずかながら透明な部分

を含む黒曜石を中心に、白井十二遺跡と大谷寺洞穴から

出土した黒曜石製石器の比較を進めていく。

白井十二遺跡では、出土した黒曜石製石器を肉眼観察

による色調の違いから、透明度が低い漆黒のもの「Ⅰ類」、

Ⅰ類の中でさらに灰色の球顆を含むもの「Ⅱ類」、透明

な部分を含むもの「Ⅲ類」、黒色の中に茶色の縞模様を

含むもの「Ⅳ類」という４つのグループに分類した（表

１）。「Ｂ集中域」から出土したそれぞれのグループの出

土点数は、「Ⅰ類」が1,067点（総重量約2,076.6ｇ）、

「Ⅱ類」が24点（総重量約129.4ｇ）、「Ⅲ類」が790点

（総重量約188.4ｇ）、「Ⅳ類」が０点であった（表２）。

ａ原石

「白井十二Ⅱ群」に伴う黒曜石は、原石の礫形状に共

通した特徴が認められた。それは、「Ｂ集中域」から出

土した「Ⅰ類」の原石11点が、すべて「小形板状角礫」

であるというものである。これらの原石は、最大でも重

量が19.16ｇ（11点の平均は約8.3ｇ）と軽量であった。

また、剥片などについても残された自然面の特徴から、

同様の原石から剥離したと考えられるものが多数認めら

れた。

さらに、漆黒の中にわずかながら透明な部分を含む

「Ⅲ類」の黒曜石についても、「Ⅰ類」と同様に「小形板

状角礫」を原石として持ち込んだと考えられるものが多

数認められた。
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図２　大谷寺洞穴土層分類図
※『栃木県史資料編･考古1』の図を一部改変してして使用



ｂ両極剥離痕ある石器

「白井十二Ⅱ群」に伴う黒曜石製石器の中には、両極

剥離痕ある石器が比較的多く認められた。「Ｂ集中域」

から出土した両極剥離痕ある石器は12点で、そのうち

10点を「Ⅰ類」が占めている。これら「Ⅰ類」の両極

剥離痕ある石器は、最大でも重量が9.79ｇ（10点の平

均は約3.1ｇ）と極めて軽量であった。

これら両極剥離痕ある石器は、かなり斉一性をもった

器種として、何らかの使用目的に供された利器であると

の指摘がある（岡村1976）。一方、石鏃の増加と合わせ

るように両極打法が本格化する点や、石鏃の未製品がし

ばしば両極打法の痕跡を留める点などから、これら両極

剥離痕ある石器を活用しながら様々な石鏃が製作されて

いた可能性が高いとの指摘もある（藤山2009）。

ｃ石鏃

「Ｂ集中域」から出土した石鏃は42点で、すべてが

黒曜石製であるばかりでなく、そのほとんどが「Ⅰ類」、

あるいは漆黒の中にわずかながら透明な部分を含む「Ⅲ

類」の黒曜石製であった。先述のとおり、これらの黒曜

石製石鏃は、いずれも薄く「先端突出」・「脚部左右非

対称」・「局部磨製」という形態的特徴をもつものであ

る（図３）。

このうち「脚部左右非対称」という形態的特徴につい

て補足すると、これは単に左右の脚部の形状が非対称で

あるというようなものではなく、図３－１、９などのよ

うに、明らかに片脚を突出させるように作出していると

いうものである。この突出した片脚は、その形状から矢

が獲物に突き刺さったあと抜けにくくするような機能、

つまり「かえし」のような役割をもっていたのではない

かと推測できる。縄文時代草創期後半の白井十二遺跡が、

水辺に臨む環境に立地していた（齋藤前掲）ことと併せ、

この「脚部左右非対称」の石鏃が、漁労具として使用さ

れていた可能性も考えられるのではないだろうか。

これら「白井十二Ⅱ群」に伴う黒曜石製石鏃と同様、

「先端突出」・「脚部左右非対称」・「局部磨製」とい

う形態的特徴をすべて備えた石鏃は、岐阜県恵那郡坂下

町（現：中津川市）の椛の湖遺跡（紅村・原1974）から、

「椛の湖Ⅱ」（回転縄文・表裏縄文土器群）に伴って多数

出土している（図３）。また、椛の湖遺跡においても白

井十二遺跡と同様に、これらの石鏃の石材は黒曜石に偏

る傾向がみられる４)。これまでのところ「先端突出」・

「脚部左右非対称」・「局部磨製」という形態的特徴を

すべて備えた石鏃は、この２遺跡を除くと全国的にも出

土例は確認されていない。

②大谷寺洞穴から出土した黒曜石製石器

大谷寺洞穴から出土した黒曜石製石器は、合計104点

である５)（表３）。

まず、これらすべての黒曜石製石器について器種分類

や計量を行うとともに、肉眼観察による色調の違いから

56

研究紀要29

表１　白井十二遺跡・大谷寺洞穴出土黒曜石の分類表 

表２　白井十二遺跡「Ｂ集中域」出土黒曜石類型別の器種組成表 



１（白井S29） 
２（白井S88） 

５（白井S816） ６（白井S860） 

９（白井S2723） 10（白井S2788） 

13（椛の湖154） 

14（椛の湖155） 

17（椛の湖158） 

３（白井S101） 

７（白井S2234） 

11（白井S3413） 

15（椛の湖156） 

18（椛の湖159） 

４（白井S791） 

８（白井S2298） 

12（白井S3642） 

16（椛の湖157） 

19（椛の湖160） 

４グループに分類した。その分類方法は基本的に白井十

二遺跡と同様である。しかし、この分類方法では、漆黒

の中にわずかながら透明な部分を含む黒曜石も、透明度

が高く光にかざすとやや赤みを帯びる黒曜石も、すべて

同じ「Ⅲ類」になってしまうという不都合が生じていた。

そこで大谷寺洞穴では、漆黒の中にわずかながら透明な

部分を含むものは「Ⅲ-1類」、霜降り状に透明な部分を

含むものは「Ⅲ-2類」、透明度が高く光にかざすとやや

赤みを帯びるものは「Ⅲ-3類」と、「Ⅲ類」をさらに３

つのグループに細分した。また、大谷寺洞穴では、「Ⅱ

類」の中にやや特徴が異なる一群が認められた。そこで

白井十二遺跡の「Ⅱ類」と同様の特徴をもつものは

「Ⅱ-1類」、大谷寺洞穴にのみ認められた「表面に光沢が

あり球顆が不均質」なものは「Ⅱ-2類」と、「Ⅱ類」を

さらに２つのグループに細分した（表１）。

それぞれのグループの出土点数は、「Ⅰ類」が48点

（総重量約175.5ｇ）、「Ⅱ-1類」が３点（総重量約23.6

ｇ）、「Ⅱ-2類」が３点（総重量約120.7ｇ）、「Ⅲ-1類」

が11点（総重量約32.2ｇ）、「Ⅲ-2類」が27点（総重量

約92.6ｇ）、「Ⅲ-3類」が12点（総重量約33.6ｇ）、「Ⅳ

類」が０点であった（表４）。

これら黒曜石製石器には、基本的にアルファベットと

数字の組み合わせによる注記がなされている（表３参照）。

この注記の意味については、当時の記録が紛失してしま

っており正確なところは不明であるが、その内容から判

断してアルファベットは出土地点を、数字は出土層位を

表しているものと推測できる。この仮定に沿って分析す

るならば、層位不明の遺物を除く多くが３～４層から出

土していることになり、黒曜石製石器の多くが縄文時代

草創期の遺物であると判断できる（表５）。なかでも「Ⅰ

類」・「Ⅲ-1類」については、そのほとんどが３～４層

からの出土である。先述のとおり、この層位から出土し

た土器の主体は「大谷寺Ⅲ式」であることから、大谷寺

洞穴から出土した「Ⅰ類」・「Ⅲ-1類」の黒曜石製石器

については、「大谷寺Ⅲ式」に伴う石器である可能性が

高いと考えられる。

ａ原石

大谷寺洞穴から出土した「Ⅰ類」の原石は１点（No.1）

であったが、これは白井十二遺跡から出土した「Ⅰ類」

の原石と同様に、重量20.84ｇと軽量な「小形板状角礫」
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図３　白井十二遺跡と椛の湖遺跡から出土した黒曜石製石鏃（S＝4/5）
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表３　大谷寺洞穴出土黒曜石製石器属性表
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No.１ 

No.４ No.６ 

No.７ 

No.17

No.38
No.46

No.48

No.51

No.53

No.54 No.56

No.61

No.105

No.24

No.８ 

No.２ 

No.３ 
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図４　大谷寺洞穴から出土した黒曜石製石器と板状砥石（S＝4/5）



No.１ No.４ No.６ No.２（上）、No.３（下） 

No.７ No.17 No.24No.８ 

No.38 No.48 No.51No.46

No.53 No.56 No.61

左からNo.101、No.102、No.103、No.104 No.105

No.54
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写真１　大谷寺洞穴から出土した黒曜石製石器と板状砥石



であった。また、この原石も含め大谷寺洞穴から出土し

た「Ⅰ類」48点のうち自然面が残存する37点すべての

礫形状が角礫状であり、この原石に次いで重い石核（No.

79）でも重量9.58ｇと軽量であった。このことから、

「Ⅰ類」の多くが「小形板状角礫」を原石として使用し

ていたと考えられる。

「Ⅱ-1類」・「Ⅲ-1類」については原石の出土はない

ものの、14点のうち自然面が残存する８点すべての礫

形状が角礫状であり、「Ⅱ-1類」の中で最も重い両極剥

離痕ある石器（No.96）が重量19.88ｇ、「Ⅲ-1類」の

中で最も重い石核（No.76）が重量が9.51ｇと、いず

れも軽量であった。このことから、「Ⅱ-1類」・「Ⅲ-1

類」の多くも「小形板状角礫」を原石として使用してい

た可能性が高いと考えられる。

このように、白井十二遺跡から出土した「Ⅰ類」・「Ⅱ

類」、あるいは漆黒の中にわずかながら透明な部分を含

む「Ⅲ類」と、大谷寺洞穴から出土した「Ⅰ類」・「Ⅱ-

1類」・「Ⅲ-1類」は、肉眼観察による色調ばかりでなく、

礫形状にも共通性が認められるのである。

ｂ両極剥離痕ある石器

大谷寺洞穴から出土した両極剥離痕ある石器は５点

で、そのうち「Ⅰ類」・「Ⅱ-1類」・「Ⅲ-1類」はとも

に１点ずつであった。そして、「Ⅱ-1類」のNo.96は重

量19.88ｇであったものの、「Ⅰ類」のNo.38と「Ⅲ-1

類」のNo.40は、それぞれ重量2.50ｇ、0.85ｇと、ど

ちらも極めて軽量であった。

このように大谷寺洞穴においては、「Ⅰ類」・「Ⅱ-1

類」・「Ⅲ-1類」の両極剥離痕ある石器の出土点数はわ

ずかであるが、極めて軽量であるという点において、白

井十二遺跡との間に共通性が認められるのである。

ｃ石鏃

大谷寺洞穴から出土した石鏃は４点（No.101～104）

で、このうち「Ⅰ類」は３点（No.101～103）、「Ⅲ-1

類」は１点（No.104）であった。ただし、No.102に

ついては分類上「Ⅰ類」としたものの、剥離面にまった

く光沢がなく、他の「Ⅰ類」とは明らかに肉眼観察上の

特徴が異なっている。また、この石鏃は厚さが4.3㎜あ

り、椛の湖遺跡や白井十二遺跡から出土した薄い石鏃と

は、形態的にも違いが認められる。

No.101とNo.104は、厚さがそれぞれ2.1㎜、2.7㎜

と薄く「先端突出」の石鏃である。この２点については、

脚部欠損により「脚部左右非対称」であるかどうかは不

明である。また、４点の中に「局部磨製」の石鏃は認め

られなかった。

ｄ板状砥石

ところで、本稿の主題からはやや逸れるが、大谷寺洞

穴からは砂岩製の板状砥石が１点（No.105）出土して

いる（表３、図４、写真１参照）。この板状砥石には
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表４　大谷寺洞穴出土黒曜石類型別の器種組成表 

表５　大谷寺洞穴出土黒曜石類型別の出土層位表 



「B-3」と注記されていることから、おそらく「大谷寺

Ⅲ式」と同じ３層からの出土遺物であると考えられる。

また、同様の板状砥石は椛の湖遺跡や白井十二遺跡から

もまとまって出土しており、両遺跡においてはいずれも

表裏縄文土器群段階の遺物であると考えられている６)。

今回、これらの板状砥石の石材となる原石が、どこで

採取されたものであるのかを推定するため、群馬地質研

究会の飯島静男氏に石材同定を依頼した。試料は①大谷

寺洞穴から出土したNo.105、②白井十二遺跡から出土

したS3028（齋藤2008）、③筆者が群馬県多野郡吉井

町（現：高崎市）に所在する牛伏山に近い鏑川の川原

（吉井町馬庭付近）で採取した原石の計３点である。そ

の結果、②と③についてはいわゆる「牛伏砂岩」に同定

されるが、①については「牛伏砂岩」とは特徴が異なる

ことが明らかになった（表６）。また、椛の湖遺跡から

出土した板状砥石については、あくまでも筆者の肉眼観

察による所見ではあるが、大谷寺洞穴と白井十二遺跡か

ら出土した板状砥石のいずれとも、色調・粒状などの特

徴が異なっていた。このような状況から、これら３遺跡

においては板状砥石の石材確保が、それぞれの遺跡の近

傍、あるいは移動ルート上（後述）で行われていた可能

性が高いと考えられる。

白井十二遺跡から出土した遺物の観察からは、これら

の板状砥石が「擦切技法」によって一括生産されていた

可能性が指摘されている（藤山2008）。また、椛の湖遺

跡から出土した板状砥石にも、「擦切技法」の痕跡が残

されているものがあり、ここでも板状砥石の一括生産が

行われていた可能性が考えられる。

このような表裏縄文土器群段階における板状砥石の増

加は、これまでも骨角器の増加との関連で説明されてき

た（宮下前掲）。今回、大谷寺洞穴において、多くの骨

角器を伴う「大谷寺Ⅲ式」と同一の層位から板状砥石の

出土が確認されたということから判断して、大谷寺洞穴

においても表裏縄文土器群段階に骨角器の製作を目的に

板状砥石が利用されていた可能性が高いと考えられるの

である。さらに、白井十二遺跡のように骨角器が残存し

ていない遺跡においても、板状砥石を利用して多くの骨

角器が製作されていた可能性が考えられるであろう。

また、板状の「牛伏砂岩」を利用して黒曜石の表面を

研磨してみたところ、極めて容易に凹凸面を平坦化でき

ることがわかった。このことから、これらの板状砥石は、

局部磨製石鏃を製作する際にも利用されていたのではな

いかと考えられるのである。

３．大谷寺洞穴から出土した黒曜石製石器の産地推定

つづいて、これら大谷寺洞穴から出土した黒曜石製石

器の中から代表的なものを選び蛍光Ｘ線分析による産地

推定を行った。

試料として選び出した石器は「Ⅰ類」から５点、「Ⅱ-

1類」から１点、「Ⅱ-2類」から１点、「Ⅲ-1類」から２点、

「Ⅲ-2類」から６点、「Ⅲ-3類」から２点の計17点であ

るが、これらの黒曜石製石器は大谷観音宝物館に常設展

示されている遺物（No.72～104）ではなく、非展示遺

物（No.１～71）の中からのみ選び出したものである。

また、これら17点の黒曜石製石器については、あわ

せて実測図を掲載した（図４）。

試料は測定前にメラミンフォーム製のスポンジを用い

て、表面の洗浄を行った。

分析装置は、（株）セイコーインスツルメンツ社製の
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表６　大谷寺洞穴・白井十二遺跡出土板状砥石、及び鏑川で採取した礫の観察表



エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析計SEA－2001Lを使用

した。装置の仕様は、Ｘ線管ターゲットはロジウム

（Rh）、Ｘ線検出器はSi（Li）半導体検出器である。測定

条件は、測定時間300sec、照射径10�A電流自動設定

（1～63μA、デッドタイムが20％未満になるよう自動

設定）、電圧50kV、試料室内雰囲気真空に設定した。

黒曜石の産地推定には、蛍光Ｘ線分析によるＸ線強度

を用いた黒曜石産地推定法である判別図法を用いた（望

月2004他）。本方法は、まず各試料を蛍光Ｘ線分析装置

で測定し、その測定結果のうち、カリウム（K）、マンガ

ン（Mn）、鉄（Fe）、ルビジウム（Rb）、ストロンチウ

ム（Sr）、イットリウム（Y）、ジルコニウム（Zr）の合

計７元素のＸ線強度（cps；count per second）につい

て、以下に示す指標値を計算する。

1）Rb分率=Rb強度×100/（Rb強度+Sr強度+Y強度+Zr

強度）

2）Sr分率=Sr強度×100/（Rb強度+Sr強度+Y強度+Zr

強度）

3）Mn強度×100/Fe強度

4）log（Fe強度/K強度）

そして、これらの指標値を用いた２つの判別図（横軸

Rb分率－縦軸Mn強度×100/Fe強度の判別図と横軸Sr

分率－縦軸log（Fe強度/K強度）の判別図）を作製し、

各地の原石データと遺跡出土遺物のデータを照合して、

産地を推定するものである。この判別図法は、原石同士

の判別図が重複した場合、分離は不可能となるが、現在

のところ、同一エリア内の多少の重複はあってもエリア

間の重複はほとんどないことから、産地エリアの推定に

は十分である。また、指標値に蛍光Ｘ線のエネルギー差

ができる限り小さい元素同士を組み合わせて算出してい

るため、形状や厚みなどの影響を比較的受けにくいとい

う利点があり、非破壊分析を原則とし、形状が不規則で

薄い試料も多く存在する出土遺物の測定に対して非常に

有効な方法であるといえる。なお、厚みについては、か

なり薄くても測定可能であるが、それでも0.5㎜以下で

は影響をまぬかれないといわれる（望月1999）。極端に

薄い試料の場合、K強度が相対的に強くなるため、log

（Fe強度/K強度）の値が減少する。また、風化試料の場

合でも、log（Fe強度/K強度）の値が減少する（同上）。

そのため、試料の測定面はなるべく奇麗で平坦な面を選

んで測定した。測定結果が判別群からかけ離れた値を示

した場合は、測定面を変更するか、あるいはメラミンフ

ォーム製スポンジで再度表面の洗浄を行った後、何回か

再測定を行って検証した。原石試料は、採取原石を割り

新鮮な面を表出させた上で、産地推定対象試料と同様の

条件で測定した。表７に各原石産地とそれぞれの試料点

数、ならびにこれらのエリアと判別群名を示す。

表８に出土遺物の測定値および算出された指標値を、

図５・６に、黒曜石原石の判別図に遺跡出土遺物17点

をプロットした図を示す。なお、図は視覚的にわかりや

すくするため、各判別群を楕円で取り囲んである。４点

が和田エリア鷹山群WDTY、３点が和田エリア小深沢群

WDKB、４点がWDTYとWDKBの重複域、１点が和田

エリア土屋橋西群WDTN、３点が諏訪エリア星ヶ台群

SWHDの範囲およびその周辺にプロットされた。一方、

№24は、図５では高原山エリア甘湯沢群THAYにプロ

ットされたが、図６ではやや下方にプロットされた。こ

れは先述したように遺物の風化による影響と考えられ

（望月1999）、高原山エリア甘湯沢群THAYに属する可

能性が高い。同じ現象は№56にも見られ、同様に和田

エリア土屋橋西群WDTNの可能性が高いと思われる。

以上、大谷寺洞穴出土の黒曜石製石器17点について

蛍光Ｘ線分析による産地推定を行った結果、13点が和

田エリア産、３点が諏訪エリア産、１点が高原山エリア

産と推定された。分類ごとの産地の内訳は、「Ⅰ類」５

点はいずれも和田エリア産、「Ⅱ-1類」１点は和田エリ

ア産、「Ⅱ-2類」１点は高原山エリア産、「Ⅲ-1類」２点

はいずれも和田エリア産、「Ⅲ-2類」６点は和田エリア

産と諏訪エリア産が３点ずつ、「Ⅲ-3類」２点はいずれ

も和田エリア産であった。
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表７　判別群名称
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布佐・余間戸遺跡 

高原山 

白井十二遺跡 

牛伏山 
八風山 

栃原岩陰遺跡 

和田峠 

曽根遺跡 

椛の湖遺跡 

大谷寺洞穴 

以上のように、蛍光Ｘ線分析による産地推定の結果、

大谷寺洞穴から出土した「Ⅰ類」・「Ⅱ-1類」・「Ⅲ-1

類」は、白井十二遺跡から出土した「Ⅰ類」・「Ⅱ類」、

あるいは漆黒の中にわずかながら透明な部分を含む「Ⅲ

類」と同様に、「和田」を原産地とする黒曜石であるこ

とが明らかになったのである。

４．縄文時代草創期後半における漆黒の黒曜石の利用状

況と流通形態

①漆黒の黒曜石の原産地と利用状況

白井十二遺跡や大谷寺洞穴から出土したものと同様の

漆黒７）の「小形板状角礫」が採取できる地点は、和田峠

付近でもごく限られた場所である。宮坂清氏は、これら

漆黒の黒曜石の原産地として「和田峠西（古峠口地点）」

（宮坂2000）を想定している。この地点で採取される黒

曜石の特徴は、漆黒不透明で灰白色の球顆を点状～線状

に含むというものである。形状は板状のものがほとんど

で、大きさは３㎝以下の小さなものから一辺20㎝、厚さ

10㎝程度の超大形板状のものまで様々である（宮坂・

田中2008）。

この漆黒板状の黒曜石は、長野県内では旧石器時代か

ら石器素材として利用されており、古峠口地点から1.3

㎞下流の焙烙遺跡（宮坂・田中1998）では　石刃石器

群・尖頭器石器群に利用され、3.0㎞下流の浪人塚下遺

跡（会田・高見1983）では、尖頭器製作に多用されて

いる（宮坂・田中前掲）。また、縄文時代草創期後半で

は、諏訪市の曽根遺跡（三上他2009他）や北相木村の

栃原岩陰遺跡（西村1982）において、主に三角鏃や小

型のスクレイパーの素材として多用されている漆黒の黒

曜石が、この「和田峠西」のものである可能性が高い。

さらに長野県外では、先述の椛の湖遺跡において「椛

の湖Ⅱ」に伴う局部磨製石鏃の素材として、漆黒の黒曜

石が多用されている。あくまでも筆者の肉眼観察による

所見ではあるが、「椛の湖Ⅱ」に伴う漆黒の黒曜石は、

白井十二遺跡から出土した「Ⅰ類」の黒曜石とまったく

見分けがつかず、同一の原産地から供給されたものであ

ると考えられる。

このように、「和田峠西」で採取される漆黒板状の黒

曜石は、旧石器時代から利用され始め、縄文時代草創期

後半になると主に石鏃や小型のスクレイパーの素材とし

て盛んに利用されたのである。そして、縄文時代草創期

後半でもとくに表裏縄文土器群段階になると、これら漆

黒板状の黒曜石のうち主に小形のものが、西は椛の湖遺

跡から東は白井十二遺跡や大谷寺洞穴に至るまで、およ

そ100～150㎞に及ぶ長距離を運ばれたと考えられるの

である（図７）。

しかし、このように縄文時代草創期後半には盛んに利

用された「和田峠西」の黒曜石だが、縄文時代早期以降

になると、石器素材としてほとんど利用されなくなるの

である（宮坂・田中前掲）。

②漆黒の黒曜石の流通形態

縄文時代における黒曜石の流通形態をめぐっては、原

産地である長野県と末端消費地である南関東の貝塚地帯

との中間に位置する群馬県西部を中心に、大工原豊氏に

よる詳細な検討が行われている（大工原2002）。大工原

氏は、黒曜石の利用がピ－クを迎える縄文時代前期を中

心に、黒曜石の流通形態を大きく３段階に設定している。

まず、前期初頭から中葉にあたる第１段階（互酬連鎖
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表８　測定値および産地推定結果
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交換段階）では、転石入手を主体とし小規模集落から小

規模集落へと連鎖的に交換が行われていたと想定してい

る。この段階では質・量とも不安定な状態で流通量は少

なく、また、複数の原産地の黒曜石が混在していること

が一般的である。群馬県西部では、ほぼすべての石鏃を

黒曜石で賄える状態であったものの、利根川以東では在

地の石材で補わなくてはならない状態であった。

つづく諸磯ｂ式古段階から中段階にあたる第２段階

（交易初期段階）では、原産地で表層採掘された原石が

多量流通し、流通圏は群馬県全域から埼玉県北部にまで

拡大した。そして、遠隔地にも流通の拠点となる大規模

集落が出現し、その一つである中野谷松原遺跡では威信

財として超大形原石（重量約3,567ｇ）を保有していた。

また、原産地と拠点集落との間には同時期の遺跡が少な

く、拠点集落の集団が原産地周辺の集団と直接的に交渉

を行っていた可能性が高いと考えられる。つまり、交易

従事者が積極的に介在した交換が行われていたと想定で

きるのである。

諸磯ｂ式新段階から縄文時代中期中葉までの第３段階

（交易発展段階）では、本格的な露頭採掘によって大量

の原石が産出された。質・量とも安定した供給が可能と

なったことにより流通ネットワークは強化され、新潟県

や栃木県、南関東を含む半径200㎞に及ぶ大流通圏が形

成された。この段階では、より専業的な交易集団の存在

が想定される。

以上のような大工原氏による分析を参考とした場合、

「和田峠西」で採取される漆黒板状の黒曜石については、

どのような流通形態が想定できるであろうか。これまで

のところ縄文時代草創期後半において、この漆黒の黒曜

石を主要な石器素材として利用している長野県外の遺跡

は、表裏縄文土器群段階における椛の湖遺跡、白井十二

遺跡、大谷寺洞穴の３遺跡に限られる８）。また、これら

の遺跡周辺には、表裏縄文土器群段階の遺跡が見あたら

ず、これら３遺跡は周囲から孤立しているようにすら見

える。さらに、白井十二遺跡においては、遺構の重複が

認められず、深い掘り込みや柱穴をもつ竪穴住居跡も検

出されていない。つまり、白井十二遺跡に足跡を残した

人々が、反復的にこの地を訪れたとか、長期間にわたっ

て滞在していたという痕跡は見あたらないのである。こ

のような状況の中では、連鎖的な交換が行われていたと

は考えられず、また、流通ネットワークや専業的な交易

集団が介在していた可能性も極めて低いと考えざるを得

ない。

以上のような理由から、これらの遺跡に足跡を残した

人々は、中部高地から自ら消費する目的で黒曜石を携え、

長距離を移動した可能性が高いと考えられるのである。
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図７　本稿で扱う遺跡、及び石材原産地位置図（カシミール３Ｄを使用）



その際、中部高地から関東平野北部へ至る移動ルートと

しては、白井十二遺跡において「白井十二Ⅱ群」の土器

片や「Ⅰ類」の黒曜石製石器が多数出土した土坑（269

号土坑）内から、長野・群馬県境の「八風山」を原産地

とする黒色安山岩の剥片が出土している（津島2008）

ことや、「白井十二Ⅱ群」の集中域から「牛伏砂岩」製

の板状砥石が多数出土していることなどから判断して、

内山峠付近で関東山地を越えて、鏑川沿いを下るルート

が最も有力であると考えられる９）。

また、大谷寺洞穴において最も近い栃木県内の原産地

である「高原山」の黒曜石がほとんど利用されていない

という事実も、大谷寺洞穴に足跡を残した表裏縄文土器

群段階の人々が、もともとこの周辺を拠点とする集団に

属していなかった可能性が高いことを示している。

５．縄文時代草創期後半における気候変動と居住形態の

変化

つづいて、このような人々の長距離移動が、どのよう

な要因によって引き起こされたのかを考えていきたい。

その際、このような人々の行動を気候や植生の変化に対

する適応行動として捉え、環境史の中で考える必要があ

るであろう。

工藤雄一郎氏は、環境史と考古学的相対編年との時間

的対応関係を把握するため、本州東半部における更新世

終末期に次のような時間的区分を設定している（工藤

2005）。まず、最寒冷期終了以降～約18,000年（calBP）

を「段階Ⅰa」、約18,000～15,500年（calBP）を「段

階Ⅰb」としている。この段階では、相対的に寒冷な気

候が継続する。つづく約15,500～13,200年（calBP）

の「段階Ⅱ」は、本州中央部以西で落葉広葉樹が優占す

るなど、顕著な温暖化がみられる段階である。土器の出

現期とされる遺跡は、およそ「段階Ⅰb」の終わりから

「段階Ⅱ」の初めに位置づけられる。つづく約13,200～

11,500年（calBP）の「段階Ⅲ」は、急激な「寒の戻

り」であるヤンガー・ドリアス（Younger Dryas）期

にほぼ対応する段階である。ただし、関東平野における

花粉分析などでは、北ヨーロッパにみられるような劇的

な植生変化は確認されていない。爪形文土器群や押圧縄

文土器群を伴う遺跡は、「段階Ⅱ」の終わりから「段階

Ⅲ」に位置づけられる。最後に約11,500～9,000年

（calBP）の「段階Ⅳ」は、完新世初頭に位置づけられ、

関東平野ではクリ・コナラなどの落葉広葉樹が卓越する

など、顕著な温暖化が確認されている段階である。撚糸

文土器群を伴う遺跡は、この段階に位置づけられる。

一方、藤山龍造氏は、隆起線文土器群に先行する段階

を「Phase1」、隆起線文土器群の段階を「Phase2」、

爪形文土器群、押圧縄文土器群、表裏縄文土器群の段階

を「Phase3」、撚糸文土器群、押型文土器群の段階を

「Phase4」とし、遺跡の分布傾向や石器の石材構成など

の検討を通して、人々の居住形態の変化に言及している。

まず、遺跡の分布が広域的で、かつ石器石材の移動が活

発な「Phase1」から、遺跡が小範囲に密集し始め、か

つ近傍の石材が多用される「Phase2」にかけて、人々

の居住形態が「中距離移動型」から「短距離周回型」へ

変化したと予測している（藤山2005）。そして、主に表

裏縄文土器群段階における遺跡の分布傾向や石器の石材

構成などから、「Phase3」の段階を迎えると「特定の地

点に重きを置いて生活を営みつつも、ときには同様の拠

点を遠く隔たった土地まで移転するような居住」へと展

開したのではないかとの予測を示している（藤山2009）。

つづく「Phase4」の段階では、貝塚の形成にみられ

るように、本格的な定住生活が始まったことが広く知ら

れている。

このように、更新世終末期の本州東半部においては、

およそ気候の温暖化が定住化を促し、反対に寒冷化が移

動性の高い居住形態への変化を促す傾向が看取されるの

である（図８）。

つづいて、表裏縄文土器群を環境史の時間軸の中に位

置づけてみたい。白井十二遺跡では、先述の269号土坑

の底部から採取された炭化物１点と、「白井十二Ⅱ群」

の土器内面に付着していた炭化物２点を試料として、放

射性炭素年代測定が行われている。その結果は、それぞ

れ14Ｃ年代で9,980±50年、9,975±40年、10,115±

40年（yrBP）というものであった（古環境2008、パ

レオ・ラボ2008）。また、椛の湖遺跡においても、「椛

の湖Ⅱ」の土器表面に付着していた炭化物を試料として
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図８　更新世終末期における気候変動と居住形態の段階区分



放射性炭素年代測定が行われ、同じく14Ｃ年代で9,775±

50年（yrBP）という結果を得ている（原2008）。これ

らの14Ｃ年代を較正年代に置き換えると、およそ11,500

年（calBP）前後となり、工藤氏による時間的区分では

「段階Ⅲ」の終わりから「段階Ⅳ」の初めに位置づけら

れることになる。つまり、表裏縄文土器群段階は、ほぼ

ヤンガー・ドリアス終末期前後に相当すると考えられる

のである。

気候変動とそれによって生じる植生変化との間にどの

程度の時間差があったかは不明であるが、この急激な寒

冷化に伴う植生変化が、表裏縄文土器群段階における中

部高地の人々に対し、移動性の高い居住形態を選択させ

る圧力になったことは想像に難くない10）。そして、この

ような居住形態の変化の結果として、「和田峠西」の黒曜

石が最大でおよそ250㎞という距離を隔てた各遺跡に、

それぞれ残されたと考えられるのである。

また、鹿又喜隆氏は、本州東北部にみられる大型両面

加工石器群の分析から、ヤンガー・ドリアス期に遊動性

の高い生業行動を採用した人々がいた可能性が高いこと

を指摘している（鹿又2007・2008）。このように、当該

期の寒冷化に適応した居住形態の変化の痕跡は、中部高

地に限らず本州東北部においても認められるのである。

おわりに

以上のように、表裏縄文土器群段階における椛の湖遺

跡、白井十二遺跡、大谷寺洞穴の３遺跡は、いずれも中

部高地を拠点としていた人々が、ヤンガー・ドリアス期

の急激な寒冷化とそれによって引き起こされた植生変化

に対応するため長距離を移動し、その結果として残され

た遺跡である可能性が高いと考えられるのである。

また、これまでのところ「和田峠西」で採取される漆

黒の黒曜石を主要な石器素材として利用している長野県

外の遺跡は、椛の湖遺跡、白井十二遺跡、大谷寺洞穴の

３遺跡に限られる。さらに、「先端突出」・「脚部左右

非対称」・「局部磨製」という形態的特徴をすべて備え

た石鏃の出土例は、椛の湖遺跡と白井十二遺跡の２遺跡

を除いては全国的にも確認されていない（大谷寺洞穴に

おいては、石鏃の全出土点数が４点と少ないうえに、完

形品はうち１点のみであるという事情から、「脚部左右

非対称」・「局部磨製」という形態的特徴を確認するこ

とはできなかった）。これらの事実から、これら３遺跡

は同時期の遺跡であるというばかりでなく、同一集団、

あるいは共通の母集団から分離した集団どうしによって

残された遺跡であるとは考えられないだろうか。もちろ

ん、これは黒曜石の産地推定結果と石鏃の形態的特徴の

みに基づいた推論であり、今後、さらに多角的な分析が

必要となることは言うまでもない。

これまで本稿では、主に漆黒の黒曜石製石器の分析を

通じて、表裏縄文土器群段階における居住形態の変化の

可能性について論じてきたわけだが、今後、さらに多方

面からの分析がなされることによって、縄文時代草創期

後半の研究が深化していくことに期待したい。その中で、

本稿が何らかの役割を果たすことができるならば幸いで

ある。
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註
１) 本稿では、「『○○』を原産地とする黒曜石」という表現を多用して

いるが、これらはいずれも「蛍光Ｘ線分析の結果から、原産地は望月

明彦氏による判別群エリアの『○○』であると推定される黒曜石」と

いう意味で使用しているものである。

２) 白井十二遺跡においては完形品が少ないという事情があり、これら

の形態的特徴を踏まえ、すべての石鏃を類型化するという段階にまで

は至っていない。

３) これら黒曜石製石器の器種分類については、すべて津島秀章氏にお

願いした。

４) 紅村弘氏は、局部磨製石鏃について「この種の石鏃は、発掘によっ

て出土した場合は全てが椛の湖Ⅱと共存したものである。」（紅村・原

1974）としている。

また、原寛氏のご教示によると、2010年5月時点で確認されている

局部磨製石鏃は57点で、そのうち53点が黒曜石製である。

５) これら大谷寺洞穴から出土した黒曜石製石器の遺物番号について

は、筆者が本稿執筆にあたり便宜上付けたものであり、調査時に付け

られた取り上げ番号ではない。

６) 紅村弘氏は、椛の湖遺跡出土の板状砥石について「椛の湖Ⅱ」に伴

った確実な例を多数挙げるとともに、「採集位置からして他の大部分

も（椛の湖）Ⅱに属するものと思われる。」（紅村・原1974）として

いる。白井十二遺跡においても小破片１点を除く25点の板状砥石が、

すべて「白井十二Ⅱ群」の集中域から出土している。

また、「椛の湖Ⅱ」・「白井十二Ⅱ群」・「大谷寺Ⅲ式」は、いずれ

も表裏縄文土器のみで構成されているわけではない。しかし、本稿で

は便宜上、これらの土器に対して「表裏縄文土器群」という総称を用

いた。

７) これ以降に用いる「漆黒」とは、いわゆる「漆黒」だけではなく、



「漆黒の中にわずかながら透明な部分を含む」タイプも含んでの表記で

ある。

８) 例えば、千葉県我孫子市の布佐・余間戸遺跡（高野1981）でも、

表裏縄文土器群に伴って、漆黒の黒曜石製石器が多数出土している。

あくまでも筆者の肉眼観察による所見ではあるが、これら漆黒の黒曜

石の中には「和田峠西」の黒曜石も多数含まれている。ただし、布佐

・余間戸遺跡から出土した黒曜石製石器全体に占める「和田峠西」の

黒曜石の割合は、数％程度であると思われる。

また、布佐・余間戸遺跡では、「先端突出」・「脚部左右非対称」・

「局部磨製」という形態的特徴を備えた黒曜石製石鏃の出土は報告さ

れていない。

９) 関口博幸氏は、旧石器時代における信州産黒曜石を利用した遺跡の

分布状況から、「信州黒曜石原産地と関東平野北西部とを結ぶルートに

ついては、鏑川ルートの存在が最も有力視される。」（関口2010）とし

ている。この鏑川ルートは、後期旧石器時代前半期にはすでに開発さ

れていたと考えられるのである。

10) 及川穣氏は、長野県の黒曜石原産地遺跡と北関東の消費地遺跡に

おける石器組成の分析から、押圧縄文土器群段階においても原産地遺

跡と消費地遺跡との間に相互補完関係がみられると指摘している。ま

た、同様の構造は、爪形文土器群段階においても認められる可能性が

高いとの予測を示している（及川2006）。このように、中部高地を拠

点とする人々の北関東への移転は、爪形文・押圧縄文土器群段階から

すでに始まっていた可能性も考えられるのである。
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